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        所長 藤本 高雄 

 秋頃、町内回覧で、「創立以来初めてとなる行事の年末実施」をお知らせする“地元中学

校のたより”を読みました。その行事は生徒からの提案をきっかけとし、その願いに応え

る形で実施されるとの話で、その紙面から、「生徒の願いを実現する教育活動を創ろう」と

する学校や教職員の強い思いが伝わってきました。12月、行事は大々的に開催されたとの

ことで、「目の前の生徒を大切にしている」という学校や教職員の思いに、私に限らず、多

くの地域住民の心は温かくなったことでしょう。 

他方、年末に小学１年生が飼育していたヤギとお別れする場面で、実に素敵な子どもた

ちの姿を見る機会がありました。その場面、その姿を見守る教職員、保護者、牧場の皆さ

んの様子を見て、その素敵な子どもたちが育つ背景には、「目の前の子どもの成長」を願い、

強い思いをもって取り組んできた担任、学校、保護者、地域があることを感じました。 

 

４月の事務所だよりでは、学校教育や社会教育に携わる皆さんには「思い」を大切に取

り組んでほしいとのお願いをしました。ですので、上記のように思いが伝わる様子を目の

当たりにし、その思いの強さに心を打たれました。また、上記の活動だけでなく、各校に

おける思いの込められた活動で輝きをみせる子どもたちの様子が、各課からの報告に加え、

メディアなど様々なところから伝わってくるたびにうれしく感じました。 

新型コロナウイルス感染症の収束の見えない状況下であっても、「目の前の子どもたちの

輝く姿」の具現に向けて創意工夫を凝らして取り組む皆さんの強い思いに頭が下がります。

きっと行事や活動だけでなく、日常においても思いを大切に、目の前の子どもたちのため

に取り組んだ方がたくさんいることでしょう。 

 

今、文部科学省をはじめとする各省庁では、これからの教育施策についての議論が進め

られています。これまでも教育施策に関するキーワードは数多く見られましたが、それら

に加え、「ウエルビーイング」「教育ＤＸ」「カリキュラム・オーバーロード」など新しいも

のも見られます。さらには、「義務教育の在り方ＷＧ」など、多くのワーキンググループや

部会が立ち上がっています。 

しかし、私たち教育現場に携わるものは、多様な教育施策が出される中でも、「目の前の

子どもたちを大切にすること」の軸から外れることはありません。次年

度も、「目の前の子ども」のさらなる成長を願い、今年度の振り返りをも

とにした教育活動が展開されることでしょう。上越教育事務所は、今後

も「学校教育・社会教育の現場が輝く」を合言葉に、高みを目指す皆様の

応援団として取り組んでまいります。どうぞよろしくお願いいたします。        
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叙位叙勲は、天皇の国事行為の一つである栄典の授与にあたります。 

学校教育に多大な貢献のあった校長を、学校教育分野の受章候補者として市・県が推

薦し、国が受章者を決めます。候補者全員が必ず受章できるとは限りません。 

〇春秋叙勲とは（県義務教育課から、該当校に直接資料提出の指示があります） 

満 70 歳以上の者で、学校教育（公立学校関係）の振興に貢献し、功績が特に顕著で

ある者に勲章を授与するものです。 

〇高齢者叙勲とは 

 春秋叙勲を授与されていない功労者に

対して、年齢 88 歳に達した機会に勲章

を授与するものです。

〇叙位・死亡叙勲とは 

  春秋・高齢者叙勲受章者が死亡した場

合には位階、受章前に死亡した場合には

位階と勲章を授与するものです。
 
  ......................................................................................  

１ 必要書類 

 ・功績調書（退職時に作成、学校保管） 

 ・履歴書（学校保管） 

  ※この２つはデータでの提出になります。 

・その他書類 

（市教委・当事務所が作成・用意） 

  

 
 

２ 内申から決定までの流れ 

   

 

３ 校長として今春退職する方へのお願い 

（１）受章の意思表示 

受章を希望しない場合は辞退届が必要です。届け出後の変更はできませんので、 

家族の意向も確認してください（受章を希望される場合、功績調書を作成）。 

（２）功績調書の作成 

どのような功績を挙げたかなどを、次の例を参考に具体的に記載してください。 

不可 校長として、児童を中心に据えた学校運営を行った。 

可 校長として、交通事故防止のため毎朝校門前で安全指導を行ったり、挨拶

を交わしたりするなど児童の安全を第一に考えた取組は、地域や保護者か

ら学校に対する強い信頼感を得るとともに、後に職員や地域保護者にも浸

透し、校区内の挨拶運動として定着した。 

叙位叙勲事務の詳細については、新潟県学校事務研究協議会発行の「学校事務の手

引き」（P337～346）を参照してください。    （担当 総務課庶務係 真貝） 

 ご存じですか？ 叙位叙勲の事務手続き 

内 推 

学校 市教委 当事務所 県義務教育課 文部科学省 内閣府 

申 薦 

*高齢者…88 歳になる月の３か月前の 15 日まで 

*死 亡…死亡日を含め７日以内 

   ＜各学校へのお願い＞ 

死亡が判明した時点で市教委へ一報する

とともに、左記でデータ化した２つの書

類を速やかに提出してください。 

市教委から当事務所への提出期限 

以下、当事務所が所管する高齢者叙勲及び叙位・死亡叙勲について 
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上越教育事務所では、毎年度末に『上越の生涯学習』を作成し、管内各種学校及び関係

機関等に配付しています。本冊子には、①当事務所社会教育課の取組 ②管内３市の社会

教育 ③関係機関・団体の特色ある取組 ④自主運営団体の活動紹介等を多数掲載して

います。新型コロナウイルス感染症予防のために滞っていたあらゆる活動が、令和５年度

は少しずつ再開されていくことが期待されます。良きものを残し、効率化できるものを改

善する良い機会です。先達の実践や先進的な取組に目を向け、変えられるところから変え

ていく手がかりとして『上越の生涯学習』を活用してみてください。 
 

１ ３市のコミュニティ・スクールと地域学校協働本部の紹介 

・上越市では、「地域青少年育成会議」を地域学校協働本部に位置付け、各中学校区単位

で学社連携・協働を図っています。各地域学校協働本部には地域学校協働活動推進員

（地域コーディネーター）が複数人おり、地域と学校をつなぐ仲介役として活躍され

ています。一方、コミュニティ・スクール（以下：ＣＳ）は、大半が各学校単位で組織

され、ＣＳの構成員である学校運営協議会委員（以下：ＣＳ委員）の中には前述の地域

コーディネーターが含まれる場合が多く、地域と学校が目標を共有して行う双方向型

の「連携・協働」活動の充実に向けて取り組んでいます。 

・糸魚川市では、ＣＳと地域学校協働本部とが各学校にあり、ほとんどの学校に地域学

校協働活動推進員が委嘱されています。また、ＣＳ委員に公民館関係者を含む場合が

多く、公民館事業をはじめとする各種地域事業は、学校との連携を意識しています。

特にキャリア教育に関しては、職場体験学習をはじめ、「キャリアフェスティバルいと

いがわ」や「キッズフェスタ」等、地域の産業と学校とを結ぶ活動に、ＣＳ、地域学校

協働本部が一体となって取り組んでいます。 

・妙高市では、１つの地域学校協働本部が市内全小中学校を管轄にし、加えて、合併以

前からある地域活動人材制度を活用して学校と地域とを連携・融合させる活動を積極

的に行っています。各学校単位で組織するＣＳにおいても、学校支援という形でＣＳ

委員や地域住民が頻繁に学校を訪れる機会をつくったり、より学校活動と地域活動を

関連させるための教育課程会議を教職員とＣＳ委員、時にはＰＴＡや子どもたちを含

めて議論したりする等「地域とともにある学校づくり」の実現に向けて取り組んでい

ます。 
 

２ 自主運営団体の活動紹介 

 『上越の生涯学習』では、３市の教育委員会からの情報を基に、特色ある生涯学習

活動、社会貢献活動をされている団体を、上越市から４、糸魚川市から３、妙高市か

ら３団体紹介しています。地域学校協働活動のスローガン「学校を核にした地域づく

り」において、学校の教育課程と地域活動の効果的な連携・協働の仕組みづくりは、

これからのコミュニティ形成には欠かせない要素となってきます。 
 
地域と学校が手を取り合い、滞っていた諸活動が再開されることを期待しています。 

（担当 社会教育課 関原）      

学校と地域の効果的な連携・協働に向けた「再開」の時 

～『上越の生涯学習』の活用を～ 
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上越教育事務所要請訪問では、15７回分の

依頼を本年度いただきました。その要請につ

いて、教科数と総訪問数を合計し、まとめた

ものが右の円グラフです。 

指導主事の専門性に期待し要請されたこ

とが、上位４教科の割合の高さにつながった

と感謝しております。もちろん、要請訪問は

全ての教科で承っておりますが、とりわけ専

門教科の場合には、指導主事の実践者として

の経験を踏まえた、より深い支援が可能であ

ると自負しております。そうした視点での要

請もご検討くださいますと、より学校の力に

なれるのではと考えます。 

また、本年度は、要請内容を服務・勤務関係や社会教育関係にも広げました。こちらも、

現場のニーズに応える支援ができたのではないかと考えます。 

要請訪問で特徴的だった内容は、以下の通りです。 

 

・若手教員の力量アップ 

・中学校一人教科の授業改善 

・Web配信問題の振り返りの実施方法 

 

今後、学校における若手教員の割合の増加が見込まれます。特に小規模校ほど具体的な

指導場面を作ることは難しい現状があります。また、中学校で特定の教科の担当が一人し

かいない若手教員の場合は、教科に関して相談する相手がおらず、日々不安の中で指導を

されていることがうかがえます。Web配信問題は、本年度、授業改善に大きく舵を切りまし

たが、関係職員の意識変革は、そう簡単ではなかったと推測します。こうした課題に、上

越教育事務所として関わらせていただきました。 

来年度の要請訪問に向けて、既に希望調査票等の必要な文書を送らせていいただきまし

た。その際に、ご活用いただきたいのが「事前打合せ」です。今年度の要請訪問では、電

話、あるいは、直接学校に出向いての事前打合せに力を入れました。その中で、授業改善

につながる研修内容を微調整したり、訪問回数を柔軟に設定したりと、学校の課題解決が

一歩でも前進するように、学校担当者と一緒に研修方法を練り上げて参りました。 

ですから、興味があるようでしたら、とりあえずお電話をいただければ幸いです。学校

の課題を共有し、要請訪問の内容を詰めていきたいと存じますし、結果的に要請しないと

判断していただいても構いません。子ども、学校、教職員がもっと元気になるために、そ

のお手伝いを是非させてください。         （担当 学校支援第２課 廣井） 

令和４年度の要請訪問の要請コマ数の内訳 

（２月末現在、全 150 コマ） 

令和５年度も要請訪問を実施します！ 
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【地域と学校の連携・協働に係る研修会】 

コミュニティ・スクールや地域学校協働活動に

ついての理解を深め、実践力を高める研修会です。 

○地域連携研修会（同時開催：第１回地域連携コ

ーディネーター等研修会） 

<期日> ６月 <会場> Zoomオンライン研修 

<対象> 新たに地域連携担当教員となった方 

○地域とともにある学校づくり研修会 

<期日> ７月 <会場> オンライン研修 

<対象> 新任の管理職 

○地域連携コーディネーター等研修会 

<期日> 第１回６月・第２回７月・第３回９月  

<会場> 未定 

<対象> 地域コーディネーターを目指す方 他 

○新潟県コミュニティ・スクール研修会（同時開

催：第３回地域連携コーディネーター等研修会） 

<期日> ９月 <会場> 未定 
 
【小・中・特別支援学校等ＰＴＡ指導者研修会】 

心身ともに健全な児童生徒を育むＰＴＡ活動の

指導者としての資質向上を目指す研修会です。 

<期日> ６月 <講師> 未定 

<会場> Youtube、Zoomオンライン研修 

<対象> 各単位ＰＴＡ役員及び教職員 
 
【社会同和教育市町村巡回研修会】 

同和問題の正しい理解と社会同和教育の実践を

促すための研修会です。 

<期日> ６月９日（金） ※定員 50名程度 

<会場> ユートピアくびき希望館 

<講師> 上越地区社会教育委員連絡協議会長 保坂 和彦 様 
 
【子ども読書レベルアップ研修会】 

 子どもの読書活動を牽引する関係者の資質向上

とネットワーク構築を図るための研修会です。 

<期日> 未定、２回実施（内１回は、オンライン研修） 

<会場> 直江津学びの交流館（予定） 
 
【家庭教育支援に係る研修会】 

 家庭教育に関する理論や技法についての研修会です。 

〇市町村家庭教育担当者職員研修 

<期日> 未定 <会場> Zoomオンライン研修 

〇家庭教育支援者養成研修 

<期日> 第１回６月・第２回７月・第３回９月 

<会場> 第１回オンライン研修、第２・３回県立

生涯学習センター 

（担当 社会教育課 青山） 

 日程が決定している主な予定をお知らせします。

学校行事等を計画する際にご配慮ください。 

【説明会】 

○スクールカウンセラー事業説明会 ４/17(月) 

【研修会】 

○中学校免許外教科担任教員研修会 ５/２(火) 

○生徒指導に係る加配教員研修会 

             ５/10(水)、８/22(火) 

〇上越管内新任教頭研修会     ５/11(木) 

○新任主幹教諭研修会            ５/11(木) 

○新任校園長研修会    ５/16(火)、10/５(木) 

○臨時職員研修会                 ５/17(水) 

〇新任事務職員給与・旅費事務説明会 

                 ５/18(木) 

○新任教頭研修会      ５/24(水)、10/11(水) 

○いじめ見逃しゼロ,不登校対応研修会 ５/30(火) 

〇学校安全教育指導者研修会    ６/28(水) 

○上越地区保幼小合同研修会    ８/23(水) 

○初任者研修 

  ・指導教員等連絡協議会４/12(水)、９/12(火) 

   ・初任研ガイダンス        ５/９(火) 

・生徒指導研修   ５/23(火)、７/27(木) 

・授業参観研修①(授業研修協力校での研修) 

       小学校６/６(火)、中学校５/30(火) 

  ・授業参観研修②(特別支援学校での研修)  

上越市内   ６/13(火)または６/27(火) 

糸魚川市内         ６/20(火) 

妙高市内          ６/20(火) 

  ・授業参観研修③(近隣研修協力校での研修) 

(全て火曜日) 

    上越市内  小学校 10/24、中学校 10/17 

糸魚川市内 小学校 10/10、中学校 10/17 

妙高市内  小学校 10/３、中学校 10/17   

    ・次年度実施説明会（動画配信） ３/13(水) 

 ○教職２年次研修 

  ＜教育方法研修＞         ８/29(火) 

  ＜学級経営研修＞    ５/31(水)、11/27(月) 

  ○教職６年次研修      

６/９(金)～16(金):オンライン、11/10(金) 

○中堅教諭等資質向上研修 

・全体研修      ５/15(月)、12/26(火) 

  ・コース別研修 

７/18(火)、７/31(月)、12/26(火) 

      （担当 学校支援第２課 竹内） 

令和５年度の事業予定 

社会教育課 学校支援第１課、第２課 
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 県内のある市町村（教育委員会）では、教職員がいきいきと勤務する姿が見られ、以下

のような良好な状態が継続しています。 

 

 

 

 

教職員からは、「ずっとこの市町村の学校で勤務したい」という希望も耳目にします。

学校の応援隊をモットーに様々な面で成果を上げている市町村（教育委員会）の取組の一

端を紹介します。 

 

◆教職員が心身ともに健康で学校教育に携わるための取組 

〇 毎月の校長会には教育委員会の担当者も資料を用意して出席し、管理職への指導や

支援を行っている。また、各学校の取組や活躍のニュースなどを取り上げ、賛辞を忘

れないようにしている。管理職も常にサーバントリーダーに徹することを共通の理念

として、学校経営に当たっている。 

〇 教育委員会の担当者が、中学校で開催される生徒指導部会や不登校対策部会に参 

加し、情報や悩み等を共有し支援に当たっている。状況に応じ、児童生徒や保護者と

直接関わり、学校や教職員を孤立させないよう、支援業務に当たっている。 

 

◆業務改善や多忙化の解消に向け、学校と教育委員会が一体となった取組 

〇 学校からの要望に応え、すべての学校に留守番電話を設置し、午前７時 30 分から

午後６時以外はメッセージを流し、電話がつながらないようにしている。緊急時は、

教育委員会が対応している。 

〇 校長会にて、超過勤務平均時間、昨年度の同月との比較等を資料提示し、管理職の

意識改革を図っている。また、超過勤務が顕著な教職員について、情報の収集に努め、

管理職と情報共有を図っている。 

 

 各学校では、市町村（教育委員会）のバックアップを受け、学力向上や学校独自の特色

ある教育活動を推進しています。ある管理職は、「学校と行政の距離が近く、相談や連携

がしやすい。風通しもよく、要望も傾聴し実現に向け努力してもらっている。」と信頼を

寄せています。この市町村に勤務する教職員がいきいきとしている根底には、市町村（教

育委員会）と学校の信頼関係の構築があり、その結果、児童生徒の豊かな学校生活へとつ

ながっています。 

〇 心身の不調による教職員の病休取得者がいない、または、ほとんど見られない。 

〇 業務改善が進み、小・中・特別支援学校に勤務する教職員に大幅な超過勤務が見ら

れない。 

児童生徒の笑顔があふれ、教職員がいきいきと勤務する市町村 

～教育委員会、学校が一体となった取組を紹介します～ 


